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1980年"-'1985年に日本で観測された津波*

地震津波監視課料

はじめに

1980年から 1985年の聞に日本で観測された津波

は，次の地震による14回である.(震央分布は第12図，

第13図を参照)

1980年

1) 2月23日 根室半島東方沖

2) 6月29日 伊豆半島東方沖

3) 7月18日 サンタクノレーズ諸島

1981年

4) 1月19日宮城県沖

1982年

5) 3月21日浦河沖

6) 7月23日茨城県沖

・'
". 
.ji 

1983年
7) 5月26日 秋田県沖(日本海中部地震)

8) 6月21日 青森県西方沖

9) 12月28日三宅島近海

1984年

10) 3月24日 北海道東方沖

11) 6月13日鳥島近海

12) 8月7日 日向灘

13) 9月19日 房総半島南東沖

1985年

14) 3月4日 チリ中部沿岸

以下IC:，乙れらの津波の観測値ならびに一部の検

潮記録を示す.津波観測値の中で第 1波および最大

波高の値は「潮汐観測」に記載されている値を掲載

した.また，多くの検潮記録は微弱であり，ノイズ

が大きいので津波観測値は比較的確からしいと思

われるものだけを示した.なお， 5)については「昭

和57年(1982年)浦河沖地震調査報告J(験震時報第

47巻 1-58頁)を， 7)及び8)については気象庁技術

報告第106号「昭和58年(1983年)日本海中部地震調

査報告Jを各々参照されたい.

、

Ji--ωι 
第12図 日本で津波が観測された地震の震央分布図 第13図 日本で津波が観測された地震の震央分布図

(日本付近の地震) (遠地地震)
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90 験震時報第 50巻第3-4号

1) 1980年2月23日 根室半島東方沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 2月23日14時51分5.4秒

震・央 43027'N 146
0
33' E 

深 さ 30km

6.8 

IV:根室，郵11路
北海道の太平洋沿岸(2区)に「ツナミ」

の津波警報

東北地方の太平洋沿岸(4区)に「ツナ

ミチュウイ」の津波注意報を発表した.

津波は北海道東部の太平洋沿岸で観測され，第 1

波は花咲で15時29分，最大波高は花咲で、22cmで、あっ

た(第 1表，第 1(a)， (b)図).

M 

最大震度

津波予報

"0 50cm 

第 1(b)図各地の最大波高

第 1表 1980年2月23日の津波観測表

第一波 (初動) 最大の高さ(平滑曲線上〉 長主大波高〈最大全振幅〉

到着 l 耐の IJIIIし+ 発現 経過 発現 経過 | 

倹潮所 時空111~時 出E見 引きー 時刻 時間 高さ 周期 時刻 時刻l捜高 間期 ~a 事

(a) 時実11 大きさ (b) b-a (c) 

h 聞 h 冊 h m I cm h m h m cm 聞In h m h m !聞 mln 

花 咲 15 29 38 15 33 + 9 14 17 22 1 53 22 14 

釘iI 路 18 38 ! 32 1838 8 32 首l振動のため不明瞭

十勝港 1548 57 15 54 + 6 15 19 56 4 08 13 13 副振動のため不明瞭

(所属:帯広開発建設部)

副娠動のため判読不明 : 八戸.宮古.久慈港〈所属.，岩手県).嶋之趨漁港〈岩手県〉

津波なし : 稚内.網走.函館.大船渡.鮎川.小名浜.布良.岡田.八丈島.父島

16 17 18 19 20 21 22 23 

第 1(a)図 1980年2月23日の検潮記録

2) 1980年6月29日 伊豆半島東方沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 6月29日16時20分7.5秒

震央 34
0
55' N 139

0 
14' E 

深さlOkm

M 6.7 
最大震度 V:大島，網代

津波予報 茨城県から静岡県に至る太平洋沿岸と

伊豆諸島(7，8区)に対して「ツナミチ

ュウイ」の津波注意報を発表した

津波の第 1波は岡田で16時27分，最大波高は岡田

で57cmで、あった(第2表，第 2(a)， (b)図).津波によ

る被害はなかったが，地震により負傷者8名，家屋

破損，道路破損等が発生した
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第一波 長大の高さ(平滑曲線上)

第2表 1980年6月29日の津波観測表
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最大請を高(最大全娠幅)

制|制 r-~I 
断 IJ 時主IJ!踊 !周期

(c-) i c一品
間inr h m h m cm:' min 

(初動〉

オ巳
-r王
国 事

陪i 回Ifi27 7 I 16 28 +20 16 30 31 3 11日30

布 良 l自 3:1 12 ! 16 35 -4 18 30 18 9 ¥0 16 50 18 18 10 

油 壷 16 30 10 +・〉 16 42 12 5 3 16 48 18 日 3 初動の大きさ不明

〈所属:国土地理院〉

fjt E巨 l杭 22 2 ! 16、23 + 5 16 22 2 5 3 16 22 2 9 3 (所属.国土地理院〉

」

津波の影響があるが判読不明 八丈島

津波なし 晴海.清水港，尾鷲 もミ

第 2(a)図 1980年6月29日の検潮記録

3) 1980年7月18日 サンタクルーズ諸島

震源要素 (U.S.G. S による)

発震時 7月18日04時42分23.2秒 (jST)

震央 12.5250S 165.9160 E 

深さ 33km

Ms 7.9 

Mb 5.8 

北海道から四国に至る太平洋沿岸で弱い津波を観

測した津波の最大波高は父島で、20cmであった(第3

表，第3(a)，(b)図).また， U. S.G. S*榊によると

ハワイのコナで 26.8cm (波高)

ハワイのホノルノレで

西サモアのアピアで

の津波を観測した.

8cm (波高)

8cm(波高)

o 
10 
20 

一一一-30
一一一-40
50 
60cm 

第2(b)図各地の最大波高

才芭 略.. 

一一一一一一 一~一一一一 一 50c
f車描島 11 iI向 c 

四本陣羽臨時措

第3(b)図各地の最大波高

*** U. S. G. S : United States Geological Survey 
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第3表 1980年7月18日の津波観測表

第一波 (初動〉

至1)善 i山.谷の:押し+

愉湖所 IB刊j 走時 出現 i引き一

人け 時事IJ 大きさ

h 問 h m h m c:m 

最大の高さ〈平滑曲線上〉

発現 1経過

時空IJ! 時間 l直iさ !周期
(1)) b -a ' 

h 岡仁 mll1

14 4:i 1 07 ! 

II 1 20 

花咲 II:l :lfi 8 S~ i I:l 42 l + 3 

割iI路 l 00 S2 

十勝港

15 20 

浦河 i巷

八戸 16 48 

宮古 11:3 10 8 28 i 13 20 ! + 3 11S 41l I 2 38 

大船波

鮎 11111343 901'i1347 +311541 i 158 

小名 d呉11331 ! 8 49 ! 13 31， + 2 119 50 6 19 
布良 16 27 

八丈島 1728 

内浦 11419 I 9 37 I 14 27 I + 1 116 55 i 2 36 

御前崎 11357 ! 9 15 • 14 03 1 + 2 115 33 I 1 36 

鳥羽 1920 

舞阪 11440 9 58 • 14 50 ! + 2 117 19 I 2 39 

父島 1407 11 16 114 07 

浦神 11329 j 8 47 ! 13 33 I + 1 118 35 i 5 06 

串本 11343 ! 9 01 I 13 4!1 + 2 118 25 4 42 

室戸岬 11414 I 9 32 t 14 18 I + 2 115 32 I 1 09 

最大波高(量大全振幅)

ー「一一一---;-一一一一ア

発現 !経過，

時空IJI 時空IJI波高 i周期
べ，.)I 1; -.1 
h h mcm 田1n 

17 114 53 ! 1 17 15! 17 

20 12 

事~G 

15 

12 「北海道の地震津波」による

25 1副娠動のため不明瞭

20 32 25 

*場**

r北海道の地震津波」による18 

18 16 25 

35 1 16 48 12.! 35 1 副割高動のため不明瞭

18 115 48 2 38 10 1 18 

11 11950 17 1副振動のため不明瞭

10 117 23 I 3 40! 10 15 

23 1 22 55 1 9 24 I 11 I 26 

17 11636 13 I 17 1 副振動のため不明瞭

1728 副振動のため不明瞭

20 117 00 2 41 ! 10 20 I初動不明瞭

20 1 15 33 1 1 36 1 13 I 20 

19 117 19 I 2 39 25 
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19 118 03 i 4 20 I 10 21 副振動のため不明瞭

10 1 16 14 i 2 00 

20 I 16 1副振動のため不明瞭

20 1 副振動のため不明際

津波の影響があるが判読不明 : 清水港.尾鷲.白浜.土佐清水.池津.那覇

副振動のため事IJ読不明 : 函館.岡田.字和島.石垣

4) 1981年1月19日宮城県沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 1月19日3時17分23.9秒

震央 38
0
36'N 142058' E 

深さ Okm

M 7.0 

最大震度 N:仙台，盛岡，宮古

津波予報北海道の太平洋沿岸(2区)に「ツナミ

チュウイJの津波注意報

東北地方の太平洋沿岸(4区)，と「ツナ

ミJの津波警報

茨城県から千葉県の野島崎に至る太平

洋沿岸c7区)に「ツナミチュウイ」の

津波注意報を発表した.

津波は東北地方と北海道の一部の太平洋沿岸で観

測され，第 1波は大船渡で03時45分，最大波高は浦

河と大船渡で20cmあった(第4表，第4(a)， (b)図)，

地震及び¥津波による被害はなかった.

材料札幌管区気象台発行地震津波資料(JIl

q
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第4表 1981年1月19日の津波観測表

第一波 (初動) 最大の高さ(平滑曲線上〉 最大波高〈最大全振幅)

ト到一一着 山，谷の l|押し+
発現 1経過 1 ! l高 発I見 経過

織潮所 日寺霊IJ 走時 !出現 引きー 時刻 時間 さ 周期 時刻 時責IJ 波高 周期 五己 事

( a) : 戟IJ!大きさ (b〉 !b a (c) c-a 

hm'hmlhml  cm hm1hm  cm ml n h m h 聞 cm mln 

浦河港 04 48 12 12 06 50 20 10 副娠動のため不明瞭

地震津波監視諜で読み

取った値

/ー、 p 04 ~:~ 1 ¥!i i 04 41 + 6 0:; 35 1 02 10 13 05 35 1 02 14 1 ~l 

{ 呂 古 03 50 3~ O:~ 54 +日 03 ~4 44 9 10 04 34 44 10 

大船湾 O:l 4日! 28 03 'lfl +13 03 48 3 13 10 O:~ 48 3 20 10 

鮎 lil 103 5S 38 03 58 +日 04 12 17 7 8 04 10 15 1:'; 8 

小名浜 04 32 i 1 15 i 04 3~) + 3 07 47 3 15 8 24 07 47 3 15 12 24 高IJ娠動のため不明瞭

津波なし : 花咲.創l陪.函館

高IJI震動のためやl読不明 : 十勝港(所属:帯広開発建設部).庶野港(所属:室蘭開発建設部).布良

。

もも9 10 11 12 、
f') 

第 4(a)図 1981年1月19日の検潮記録

44 
F
D
 

第4(b)図各地の最大波高



95 

茨城県から千葉県の野島崎に至る太平

洋沿岸(7区)に「ツナミチュウイ」の

津波注意報を発表した

津波は東北地方と関東東部の太平洋沿岸で観測さ

れ，第 l波は銚子で23時50分，最大波高は鮎川で37

cmであった(第 5表，第 5(a)， (b)図).地震及び津波

による被害はなかった.

1980年-1985年に日本で観測された津波

6) 1982年7月23日茨城県沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 7月23日23時23分50.9秒

震央 36011'N 141057' E 

深さ 30km

M 7.0 
最大震度 百:銚子，水戸，小名浜，白河，福島

津波予報東北地方の太平洋沿岸(4区)に「ツナ

ミチュウイ」の津波注意報

<-ョkζ按t.>:再調，)

o 50cm 

/
-
/
 
O 

50 
40 

30 

20 
10 

19 20 18 

1982年7月23日の検潮記録第5(a)図

各地の最大波高第5(b)図

1982年7月23日の津波観測表

第一波 (初動) 最大の高さ〈平滑曲線上) 最大波高(最大全振幅)

到着 山弁の|押し+ 発現 !経過 発IJl.

四<:時-刻a| |校高+者潮所 日特IJ!走時 :出現 引き一 時空IJ!、 時間 高さ 周期 時刻 周期 言日 事

(a) 時京IJ!大きさ (b) ! h -a (c) 

h m h m h m 仁冊 h m h m r:-m mln h m h m cm mln 

大骨台湾 00 19 4自 0022 + 3 高;IJ策動のため不明瞭00 22 3 10 0027 8 7 10 

鮎川 00 20 47 '00 2:3 +町 00 30 10 19 8 0030 10 37 8 

;'4 i 00 01 +I~~ 小名洪 23 57 : 00 01 4 10 13 0012 15 15 14 初動の大きさは、地震津波

監視諜で読み取った値

鹿 島 2:1 54 :1I i 23 57 + 8 23 57 3 8 11 00 04 10 11 11 所属・第二港湾建設局

2:l 50 ! 錨』 ナ 27 : 2:l 54 +日 2:l 54 I 4 10 23 58 円 14 lfi 

布 良 2353 :10 2:l 5!:J + 7 00 12 I 19 9 6 0009 Ifi 16 6 

第5表

F
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八戸.宮古.八丈島副娠動のためやl読不明
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9) 1983年12月28日三宅島近海

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 12月28日15時37分42.0秒

震央 33
0
52'N 139027' E 

深さ 20km

M 6.4 

最大震度町:三宅島，八丈島

津波予報 茨城県から静岡県に至る太平洋沿岸と

伊豆諸島(7，8区)に「ツナミチュウイ」

の津波注意報を発表した.

津波は八丈島で観測されたのみで，第 1波は15時

42分，最大波高は38cmで、あった(第6表，第6図).

津波による被害はなかったが 地震により軽微な被

害が発生した.

第6表 1983年12月28日の津波観測表

第一波 (初動) 最大の高さ(平滑曲線上〉 長大波高(最大全振幅)

発現 i経過
時空IJ: 時表IJI 波高 1周期
(C) ー品

min I h m h m f'm 聞In

寸巳
-一三回 事

ト一一一ーナ一一 寸一町一一→一一一一

到着 !山ー谷の l押し +1部見 i経過 ! 
機潮所| 時空IJ!走時 j出現 i引きー| 時刻| 時間 i高さ 1周期

(a) 日寺世IJ'大きさ I(b) i h-a 
h 冊 !h m h m cm I h m ! h m !τ開

ヘ丈島 11;;42 15 :J4 + 19 115 44 I l!3 初 日 |地震津波監視諜加7 115 48 

取った値

15J州l|ん I I 

15 16 16 17 18 19 20 21¥22 23 0 

第6(a)図 1983年12月28日の検潮記録

10) 1984年3月24日 北海道東方沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 3月24日18時43分55.3秒

震央 44
0
23.1'N 148054.4' E 

深さ 40km

M 6.8 

最大震度 II:根室，釧路，帯広，浦河

津波予報 北海道の太平洋沿岸(2区)に「ツナミ」

の津波警報

北海道のオホーツタ海沿岸c1区)に

「ツナミチュウイJの津波注意報

東北地方の太平洋沿岸(4区)に「ツナ

ミチュウイJの津波注意報を発表した.

津波は北海道東部の太平洋沿岸で観測され，第 1

波は花咲で19時31分，最大波高は同じく花咲で19cm

であった(第7表，第7(a)， (b)図).地震及び¥津波に

よる被害はなかった

c; 
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第 7(b)図各地の最大波高
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第7表 1984年3月24日の津波観測表

第一波 (初動〉 最大の高さ(平滑曲線上) 最大枝高(最大金振幅)

到着 山，谷の!押し+ 明 |縫過 l 発現 経過

検潮所 時差IJ 走時 出現 引きー 時刻 時間高さ 周期 時空IJ 時刻 波高 周期 記 事

(品) 時空IJ 大きさ (b) ! b-a (廿〉 c-a 

h m hm1hml  cm h m h m I 了間 ml n h 間 h 聞 C問 間In

花 目安 48 : 1f.l 37 6! 10 13 1f.l :11 +日 W 37 1fl :17 6 I 19 13 

7 i :1 I 15 劃tI 路 :l0 1;:) 132!2022 +14 20 22 7 I 15 副娠動のため不明隊

津波なし : 網走.八戸.宮古.父島

しょJ
12 13 14 15 16 

第7(a)図 1984年3月24日の検潮記録

11) 1984年6月13日鳥島近海

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 6月13日11時29分19.9秒

震央 31026.3'N 139047.5' E 
深さ Okm

M 5.9 
最大震度 1 :横浜

津波予報茨城県から静岡県に至る太平洋沿岸と

伊豆諸島(7，8区)に「ツナミチュウイ」

の津波注意報を発表した.

津波の第 l波は八丈島で12時02分，最大波高は土

佐清水で、25cmを観測した(第8表，第8(a)， (b)図).

地震及び津波による被害はない.

乙の地震のマグニチュード 5.9というのは，我が

国周辺で津波を発生させた地震の中でも最も小さい

値である.

なお，八丈島の八重根漁港特*帥で、は目測で全振幅

1 m程度の津波があったとの報告があった.

，a量コ偽C貌1<羽目日
o 
10 
20 
3ο 
40 
50cm 

第8(b)図各地の最大波高

材料事検潮儀の設置場所とは異なる。
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第8表 1984年6月13日の津波観測表

第一波 〈初動) 長大の高さ(平滑曲線上〉 最大波高(最大全振幅〉

到着 山，谷の 押し+ 制 |経過

検潮所 時刻l走時 出現 引きー 時刻 時間 時刻 時在1J 波高 司矧 ~il 事

(a) 時刻 大きさ (b) 1 b-a (c) I c-a 

h m ' h m h rn cm h m ! h m cm m1n h 問 h m I cm mi n 

八丈島 12 02 ! 33 ; 12 0:-; + q 12 11 日 7 7 日 I 7 7 地震津波監視諜で読み

取った1直
岡 国 122;; 56 12 2!i 2 I:l 46 1 21 12 4 13 46 I 1 21 20 4 

布 良 123~ 1 0:， 12 3:~ + 7 13 15 43 13 6 I:l 15 I ~3 20 6 

土佐清水 1:)00 1 31 13 03 3 13 25 25 14 4 13 3R 38 25 5 

八丈島 12 07 38 12 09 3 12 31 24 6 コ 12 31 24 11 5 地震津波監視諜で読み

取った値

(所属海上保安庁水路部)

iji1Jl震動のため判読不明 : 御前崎.尾鷲.串本.室戸岬

津波なし : 銚子.徳島

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 1920 21 

第 8(a)図 1984年6月13日の検潮記録
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12) 1984年8月7日 日向灘

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 8月7日4時6分 38.9秒

震央 32
0
22.8'N 13209.3' E 

深さ 33km

M 7.1 

最大震度 町:宮崎，延岡，油津，大分，熊本，

宇和島

津波予報 紀伊半島から九州に至る太平洋沿岸

(11， 15， 16区)に「ツナミ」の津波警報

茨城県から三重県に至る太平洋沿岸

(7，8，9区)に「ツナミチュウイJの津

波注意報

沖縄県の沿岸08区)に「ツナミチュウ

イjの津波注意報を発表した

津波は宮崎県と高知県の沿岸で観測され，第 1波

は日向白浜で04時16分最大波高は日向白浜でミ23cm

であった(第9表，第9(a)， (b)図).津波による被害

はなかったが，地震により負傷者9名，建物破損，

崖くずれ等があった.

第 9表 1984年8月7日の津波観測表

是大波高(最大全振幅)

輔副I~~ I Po1~ H鞍IJI 1ij ~IJ !~~ I Po1ftij I 記 事

(c) 

min I h m 

14 04 52 3日 2~ 14 地震津波監視課で読み

耳Zソた1直
1~ 0;; 27 37 2~ 

20 04 55 27 22 20 

05 07 15 22 
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第 9(a)図 1984年8月7日の検潮記録
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第9(b)図各地の最大波高
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北海道から九州、|に至る太平洋沿岸(2， 

4，7，8，9， 11，15，16区)に「ツナミチュ

ウイJの津波注意報を発表した.

津波は東北から四国に至る太平洋沿岸で観測され，

第 1波は布良で02時30分，最大波高は布良で23cmで

あった(第10表，第10(a)，(b)図).地震及び¥津波によ

る被害はなかった.

津波予報

100 

13) 1984年9月19日 房総半島南東沖

震源要素 (気象庁地震月報による)

発震時 9月19日2時2分41.6秒

震央 3403.1'N141033.1'E 

深さ 13km

M 6.6 

最大震度町:館山， 三宅島，八丈島

第一波 (初動〉

一一一ー一ーーーー一一一--T一一一一一一一，

到着 ，山谷の!押し+1発現 i経過
償潮所! 日教IJi走時 |出Hl. I引きー| 時表IJi 時間|高さ

(は) 時空IJI大きさ I(b) b -a 
h h m h m '問 Ih m h m i 

104 24 i 

03 30 

34 

40 

1984年9月19日の津波観測表第10表

事~è 

最大減高(最大金振幅)

周期

mln cm 

量大の高さ(平滑曲線上)

cm 

初動不明瞭

高IJ振動のため不明際
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副担E動のため不明瞭土l主清*

副振動のため宇IJ読不明

清水港.舞阪津波なし

各地の最大波高第10(b)図
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1984年9月19日の検潮記録
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第10(a)図
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14) 1985年3月4日 チリ中部沿岸

震源要素 (U. S..G. S による)

発震時 3月4日7時47分6.9秒 (]ST)

震央 33.1350S 71.8710 W 

深さ 33km

Ms 7.8 

Mb 6.7 

津波予報 北海道から九州、|に至る太平洋沿岸およ

び沖縄県の沿岸(2，4，7，8，9，11，15，16， 

18区)に「ツナミチュウイ」の津波注意

報を発表した

津波は北海道から紀伊半島に至る太平洋沿岸で観

測され，第 1波は宮古で5日の06時40分，最大波高

mlωω 

ム旦田H l e1ot'T2 

e 7 8 9 10 11 12 

は父島で、34cmであった(第11表，第ll(a)，(b)図).ま

た u. S. G. S によると
チリ中部のパノレパライソで 1l0cm (波高)

ハワイのヒロで 48cm (波高)

アリューシャン列島のアダックで 12cm (波高)

アラスカのサンドポイントで 15cm (波高)

タヒチで 10cm (波高)

の津波を観測した. U.S.G.S によると震源はパル

パライソの西25マイノレ， サンチャコ守の北80マイノレの

太平洋海域で，サンチャゴ，パノレパライソ，サンア

ントニオなどで建物が倒壊し，死者177人，負傷者

2，575人の大きな被害が発生した.

-61 -
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7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

第l1(a)図 1985年3月4日の検潮記録
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第l1(b)図各地の最大波高

つ臼GU
 

畠占 JII 

，J、4書割宅

.信弓F

場冒 jI!是

ノ、、ョヒ-



]03 1980年~1985年に日本で観測された津波

1985年3月4日の津波観測表第11表

事寸己z=ロ

mln 

愚大波高〈最大全娠幅〉

周期

18 

副~動のため不明瞭

面j娠動のため不明瞭

地震津波監rfU軍で読み
取った値

f所属:帯広開発建設部)

副振動のため不明際

地震津波監視課で読み

取った値

(所属:室蘭開発建設部)

~O 

62 

日目

22 

2S 

21 

S 14 

905 

09 21 I 2 23 

:n 05 

11 31 

19:12 ! 

|周期

最大の高さ〈平滑曲線上)第 -l妓 (初動)

到着 i山，谷の!押L+I発m i経過
検潮所! 日寺安IJ:走H寺 l出現 i引き一! 時主IJI 時間|高さ

(a) 時刻;大きさ I(b)~b-a
hh  m i h m !・ Ih m 1 h m 

咲 10日羽 i2112107m l ・ 6 10!)30 1 2 32 

10() :{O l. 

fヒ

28 

6') 

12 

1!'i 

13 

11:31 I 

¥9 5:' 

46 

26 

27 

14 

6 3!'i 

1 38 

13 40 

08 19 

46 

2日

14 635 

1 38 

13 40 

08 1!) 

2:{ 19 ! 07 13 i -12 

06 49 ! + 8 

09 34 -6 副娠動のため不明瞭

高:IJ振動のため不明瞭

17 

25 

13 

22 

1 03 

507 

10 33 

13 36 

10 

18 12 

49 

2 50 

10 19 

I
 

l
e
 
i
 
--+ 8 

66 

45 

25 5 25 13 32 11 2 27 10 34 +11 

地震津波監視課で読み

取った値

副銀動のため不明蛾

22 S 20 13 49 18 5 20 13 19 + 9 

15 14 236 10 56 15 10 236 10 56 7 08 22 

08 33 

~5 

十勝港

苫小牧

割iI

古 10641
1
2255

大総減 I0!1 30'? ! 25 44 

111 108 2!l I 24 4:3 

小名浜 10750 ! 24 04 

チ10i1;; :n 2!~ '07 17 

良 10807 i 24 21 

戸 10705J、

{ 

呂

鮎

23 

10 

13 24 

16 20 

66 

，，0 

13 5 14 

3 06 

13 24 

10 21 

8 

+ワ

0801 

割h

08 11 布

08 31 24 43 八丈島 10829 

24 34 浦 10820 内

副振動のため不明瞭

副振動のため不明瞭

地震津波監視諜で読み

取った値

67 14 48 0923 48 12 08 47 08 47 + 7 清水港 10835 i 24 4B 

16 19 10 05 16 13 10 05 

26 4 20 12 12 26 07 58 + 4 07 58 24 O~ì 

副振動のため不明瞭75 12 11 05 75 11 05 

御前崎

阪 10752 舞

名古屋

25 10 240 12 37 22 12 41 10 28 ー1408 41 26 01 ~~ 10!l 47 ，鳥

高;'J振動のため不明際23 23 2 24 12 18 23 12 2 24 12 18 ー1110 02 26 08 鷲 lon54 尾

66 11 3 35 1300 66 10 31 09 56 +10 09 56 25 39 和歌山 10925

副振動のため不明験18 34 1221 18 16 12 21 島父

浦河，室蘭港〈所属 0;室蘭開発建設部.他の日にも問機な現象有り).議港(函館開発建設部〉

名古屋.串本.小松島.縫浜

網走，岡国，繍神.I.炎輪港.洲本.宇和島.土佐清水.日向白浜.油津.鹿児島.枕崎.那覇.石垣

稚内

qδ FO
 

津波の影響があるが判読不明

副娠動のため判読不明

津波なし


